
記 者 発 表（資 料 配 付） 

月／日 

（曜） 
担当課名 TEL 発表者名 その他の配布先 

１／９ 

（火） 

義務教育課 

初等・中学校教育班 

 

高校教育課 

高校教育改革班 

（内）5719 

362-3772 

 

（内）5840 

362-3817 

義務教育課長 西田 健次郎 

（主任指導主事兼主幹 舩戸 幸光） 

 

高校教育課長 清瀬 欣之 

（主任指導主事兼主幹 清水 道子） 

文部科学省 

 

キャリア教育優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等文部科学大臣表彰について 

 

キャリア教育の充実を促進するため、キャリア教育の充実発展に尽力し、顕著な功績が認められる

教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等について、その功績をたたえ、文部科学大臣が表彰します。 

本年度、本県においては次の３校が表彰を受けることとなりました。 

 

１ 被表彰校（兵庫県分） 

(1) 丹波市立東小学校 

(2) 西宮市立今津小学校 

(3) 県立尼崎工業高等学校 

 

２ 表彰理由 

 (1) 丹波市立東小学校 

中学校での「トライやる・ウィーク」につなげる取組として、平成 17 年度から本校独自の校外

学習「ミニトライやる」を実施し、今年度で 12 年目となる。４年生の総合的な学習の時間に位置

付け、年間を通してキャリア教育を行う中で、２学期の２日間、学校を離れて地域の事業所で職

場体験活動を実践している。 

 

 (2) 西宮市立今津小学校 

   各教科において社会とのつながりを意識した授業展開を大切にしている。キャリア教育の視点

からみた「つけたい力」を明確化し、キャリア教育全体計画の中に位置づけ、推進している。学

校教育目標を軸に、丁寧な児童の分析、綿密な指導計画と具体的な目標の設定、学年の系統性、

教育活動全体の横のつながりを意識した指導を実践している。 

 

 (3) 県立尼崎工業高等学校 

県教育委員会が作成した「高校生キャリアノートモデル」を本校の実情に合わせてアレンジし、

その活用を通して見えてくる課題を精査しながら検討・改善することで、工業高校におけるキャ

リア教育の在り方を追究する取組を実践している。また、第２学年全員を対象にインターンシッ

プ（５日間）を実施し、終了後の発表会では、受入企業・団体、学校評議委員にも講評をいただ

くなど、地域や産業界との連携をより密に行うことで、更なるインターンシップの充実を図って

いる。 

 



３ 表彰式 

 (1) 日時 平成３０年１月１１日（木）１０：３０～１１：３０ 

 (2) 場所 国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 国際会議室 

 

（参考） 

平成 29 年度被表彰校等     合計 １２９団体 

    （内訳）教育委員会      １１教育委員会 

        小学校        ２９校 

        中学校        ３２校 

         高等学校       ４４校 

         特別支援学校      ４校 

        ＰＴＡ団体等      ９団体 

 


